


Soya Labo10
シンポジウム

－Today’s Program-

１．プロローグ
●北海道開発局 稚内開発建設部長

巖倉 啓子

２．高校生たいむ
（発表校）
●北海道豊富高等学校
●北海道枝幸高等学校
●北海道礼文高等学校

の生徒さんたち

・・・・ 休 憩 ・・・・

３．パネルディスカッション
（コーディネータ）
●育英館大学教授 佐賀 孝博さん

（パネリスト）
●シンガーソングライター エビナ マスジさん

●ポラリス・ネイチャーガイズ＆
コンサルタンツ代表 嶋崎 暁啓さん

●芳野牧場代表 芳野 福一さん

●枝幸町三笠山展望閣管理人 鷲見 道子さん

～ 来場のみなさまへ ～
本日は『Soya Labo10シンポジウム」にお越しいただき
ありがとうございました。

来場アンケート記入の協力をお願いしますアンケート入力用
ＱＲコードを読み取りのうえ、入力お願いします。
締切は１２月１２日（金）１７：００です。



1R7 宗谷地域に関する高校生アンケート結果《概要版》

調査の趣旨

稚内開発建設部と宗谷総合振興局では、「若者を呼び込むための魅力ある宗谷の地域づく
り」をテーマに、関係機関と連携して課題解決に向けて取り組んでおります。令和６年度
に引き続き、令和７年度も管内の高校生を対象としたアンケート調査を実施しました。

対象・方法

●アンケート対象者：宗谷管内の高校生全員

稚内高等学校 豊富高等学校 浜頓別高等学校 枝幸高等学校

利尻高等学校 礼文高等学校 稚内養護学校 稚内大谷高等学校

●調査方法：Web・紙

調査期間

●令和７年７月～８月

◆実施：稚内開発建設部 監修：北海道教育庁宗谷教育局・育英館大学

～ 管内８校の高校生から６６９件の回答 ～

アンケート内容はこちら



2R7 宗谷地域に関する高校生アンケート結果《概要版》

Q 将来、宗谷管内 市町村の
どこかに住みたいと思いますか？

Q 宗谷地域に住むことを前提と
した場合、何を優先するのか
順位をつけてください。

０１ 将来、どこに住む？

※１位件数

〔男性〕

〔女性〕

はい

23%

いいえ

39%

迷っている

38%

はい

13%

いいえ

52%

迷っている

35%



3R7 宗谷地域に関する高校生アンケート結果《概要版》

Q 今住んでいるところにはいろい
ろな｢働き方｣の選択肢があると
思いますか？

Q 今住んでいるところで働く場合、
どのような働き方があったら良
いと思いますか？

０２ 高校生が求める働き方



4R7 宗谷地域に関する高校生アンケート結果《概要版》

Q 地域の豊かさについて、優先順位
をつけてください。

Q どのような人が宗谷地域に増えたら
活気がでると思いますか？

０３ 高校生が考える地域の豊かさ

※１位件数 ※１位件数



5R7 宗谷地域に関する高校生アンケート結果《概要版》

Q 自分の住んでいるところに
インターネット・ を除く
「同年代が集える場」が欲し
いですか？

Q 自分の住んでいるところに
新たな地域イベントがあれ
ばよいと思いますか？

０４ 高校生が求める地域

具体的には・・・

はい

69%

いいえ

31%

はい

79%

いいえ

21%



6R7 宗谷地域に関する高校生アンケート結果《概要版》

Q 高校生が参加できる地域活動やイベント
があれば参加したいですか？ Q 地域活動やイベントの企画・運営に

自分も携わりたいですか？

０５ 地域イベントへの参加意欲

Q 自分が地域に貢献できること
があると思いますか？

具体的には・・・

地域イベントへの参加・運営 ゴミ拾い
地元に戻って働く 技術をもって帰ってくる
地域を盛り上げる 飲食店の開業 高齢者を元気づける
ポスター作成などの広報活動
演劇での地域活性化 医療従事者になる
この地域で育ち、この地域で見聞きしたもので暮らしていること
自体が貢献になっている

はい

58%

いいえ

42%
はい

31%いいえ

69%

はい

33%
いいえ

66%

その他

1%



7R7 宗谷地域に関する高校生アンケート結果《概要版》

Q 自分の周囲の大人達から｢ここに住んで
いて楽しい｣といった前向きな発言を耳
にしますか？

Q 自分の周囲の大人達から、｢今の仕事は
やりがいがある｣といった前向きな発言
を耳にしますか？

０６ 高校生が感じている地域の雰囲気



SoyaLabo10ミーティングの意見〔令和７年１０月３０日開催〕

○稚内にUターンしたいと思う理由、どういう条件だったらUターンしたいと思うのか。高校生

が望む「集える場所」は勉強するためのものなのか、遊ぶ場所なのか。高校生はどういうイベ

ントを望んでいるのか。実際に高校生と会って話をしてみたい。

○高校生から見た夢や希望は何だろう。仕事に関するアンケートを深掘りして、周りの大人から

感じる仕事への感覚やどんなライフスタイルがいいかを聞いてみたい。

○どのようなライフスタイルを求めているのか。どのような働き方、業種を希望しているのか。

地域ごとにどのような集える場所が必要と思っているのか。どういう形でイベントに参加でき

て、どんなことを担いたいのか。

○一方通行で終わるアンケートではなく、学生が考えたアイデアを具現化する仕組みづくりや高

校生が提言する機会を与えられないか

○YouTubeライブのように双方向でコミュニケーションを取りながら、高校生の仕事に対する考

えなどを聞く機会をつくり、その場でスマホでアンケートに答えてもらう。

○収益を得るイベントなど、やったことを実感させてあげたい。目的にアプローチできるアン

ケートを行い、働きたい目的を知ること。

アンケート結果を見て気になった回答とその理由
Ｒ７アンケートの中で高校生にさらに深掘りして聞いてみたい質問とその理由

ＳｏｙａＬａｂｏ１０の中で大学生や高校生とともに新たな試みをすれば良いと思うもの



【枝幸町】

○ 高校卒業して地元の企業に就職した場合に事
業者に対して、新しく卒業した子供が地元に残っ
て働く場合には１人当たりいくら、それ以外に地
元の就職した中で資格及び免許、講習を受けたも
のに対して助成措置を講じるようなこともやって
いる。

【豊富町】

○ 若者にとって、魅力は何か、地元に来る魅力
は何かというR6アンケートの中で、仕事が出てき
ている。要するに、『稼ぐことができる地域』と
いうものを確立していかなければいけない思って
いる。

○ 仕事とプライベートの事業をプロモーション
するにしても、やっぱり宗谷地域の持続的な発展
と地域の魅力を高める取り組みは、欠かすことは
できないと思う。各市町村それぞれのまちづくり
とともに、宗谷地域の連携による取り組みが今後
ますます重要になる。

【稚内市】

○ １自治体でできることは、教育環境を整える程
度であり、インフラ整備や産業振興など、国や道と
並行して取り組んでいきたい。

【猿払村】

○ 日本人の若者を本村や宗谷に呼ぶ呼び込む対策
も継続していかなければならないが、外国人材が活
躍する地域づくりも並行して進めなければいけない。

【浜頓別町】

○ 子育て支援については、高校生までの医療費の
無償化や認定子供園の無償化、学校給食の高校まで
の提供のほか、様々な事業を展開。また、働き方改
革、地方創生、移住定住促進、地域経済の活性化な
どの観点から各種事業に着手しているが、なかなか
目に見える効果として現れていないところ。

【中頓別町】

○ 今年度、今のところ母子手帳の発行がなく、
『出生ゼロ』の可能性がある。

○ 基本的には、地域のある課題を地域の持ってい
る資源で解決する、そこがスタートだと強く思って
いる。

 宗谷地域づくり連携会議の意見 １／２ 〔令和７年７月７日開催〕



【利尻富士町】

○ 町内唯一の大企業である役場自体にも入って
くれる人がおらず大変苦しんでいるが、町内にお
けるすべての産業、職種の分野において、人手不
足ということは顕著に現れている。

○ 本町の就労環境は、基幹産業の特性上、極端
に夏場に集中しており、１年を通じた仕事を創出
しなければ島の外からの移住により若者を呼ぶ呼
び込むことは難しいなと考えている。

【幌延町】

○ 移住定住については、企業誘致や地域おこし
協力隊制度の活用、住宅取得等の補助、子育て世
代への支援策などの充実に努めてきたが、成果は
厳しいものがあり、結果的に地域の魅力を高める
までには至っていない。他にも、行政側が気づい
ていないだけで、地域の魅力を高める手法や方法
があるのではないかと考えさせられるところ。

○ これまでの行政的な手段を改め、まちづくり
の楽しさや難しさを感じられるような施策、立案
から決定、実施、その後の検証に至るまで、臨時
的に職員のような体験をして、一緒にまちの魅力
を高める仕事ができないか、そんな仕組みを今後
考えることができるかどうか、今悩んでいるとこ
ろである。

【礼文町】

○ 移住定住促進では、持ち家住宅取得への支援や
移住体験住宅の提供などを行っている。町外からの
移住者を受け入れて、定住につなげる環境整備を進
めている。

○ 礼文高校では、海外との交流事業や学習生活面
での支援を通じて、生徒が島の中で学び、地域と
ともに成長できる環境を整えている。礼文高校を
選ばれる学校として、内外に発信して、地元進学
や将来的な安定につなげることを目的として目指
している。

【利尻町】

○ 若者の移住希望者に対して、昆布干しや漁業の
見習い、観光業の手伝いなど、島ならではの仕事
を組み合わせることで、生計を立てながら地域と
関わることができる柔軟な働き方というものを提
案している。

○ 移住者の住宅政策も進める、それから若者が結
婚し島に定住してくれるという中では子育ての部
分についても、政策の中できちっとしていかなけ
ればという思いがある。

 宗谷地域づくり連携会議の意見 ２／２ 〔令和７年７月７日開催〕



地域運営組織・NPO法人ミナといかん 概要

1

【特定非営利活動法人（NPO）法人ミナといかん】

○設立等 ・令和５年度：個別懇談会説明会５回、検討会２回、準備会５回
・令和６年４月１６日：設立総会
・令和６年６月１３日：北海道設立認証承認
・令和６年７月１日：法人登記

○名称 「ミナといかん」：「ミナ」はアイヌ語で「笑う」の意味で、「といかん」は地域の呼び名です。
・「といかん」で「みんな」笑顔で暮らしていきたい
・「みなと」のように「みんな」が集まる地域や居場所になってほしい

○組織類型 問寒別地区・地域づくりビジョンに基づく地域運営組織をNPO法人の形態で運営します。

○目的 ・地域課題の解決に向けて具体的な取組を協議し、地域に必要とされる機能を提供します。
・地域の文化や歴史を守り、すべての人がいつまでも安心して健やかに住み続けられる地域づくりに
貢献します。

○コンセプト これまで地域住民のボランティアで成り立っていた地域活動を、地域運営組織の専属職員が地域ボラ
ンティアの協力のもと、必要な取り組みを実践実行し、地域負担を軽減するNPO法人です。
・専属職員が複数業務をマルチにこなしていきます。
・地域内外のいろいろな世代が活躍できる場を創出します。
・ボランティアの部分と対価の発生する部分を整理して、しっかり稼ぐしくみをつくります。
・皆が楽しいと思える運営を心がけます。

○会員 正会員、賛助会員、その他
・正会員：法人の目的に賛同する個人で、総会の議決権を持ちます。会費は年会費3,000円です。

（農村地区７人、市街地１２人、幌延地区１人、計２２人）
・賛助会員：法人の目的に賛同して事業を賛助する個人及び団体です。会費は年会費１口500円です。

○役員 ・理事：４人（代表理事１人、副代表理事１人、理事２人）
・監事：２人



問寒別地区・地域運営組織（NPO法人）の地域活動としくみ
①住み続け支援：地域交通、日常生活の支援などのしくみ

②公共空間の管理：地域の施設などの管理のしくみ

③交流・教育：地域行事、団体活動支援、地域自主活動などのしくみ

④民間事業支援：地域のしごと支援のしくみ

す
ぐ
に
取
り
組
む

時
間
を
か
け

取
り
組
む

たとえば…、「①住み続け支援」とは次のような活動です

地域住民の外出機会の創出
・利便性の確保

重機を扱える
地域住民
(元農家など)

～ 地域への効果 ～

受付
実施

依頼
利用料

￥

生活支援事業運
営・店舗など

委託費￥
生活支援事業費
・交通空白地有償運送、除雪など ほか

補助金 ￥

調整
支払い

手伝い

￥

調整
支払い

リース

￥

住宅周辺の草刈り･除雪

自宅-拠点などの送迎

地元企業などの
重機・機材

地域住民（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）
地域おこし協力隊
集落支援員

組織専門の職員

保有する重機・機材等

受付･調整・シフト作成
サービス提供

CENTER

活動拠点

○地域運営組織の専属職員や地域のボランティアが、自前や業者から借りた機材を使って、住み続けるために必要な生活
の足（地域交通）、草刈り、除雪サービスなどを行います。サービスを受けた住民は利用料を払います。

2

お困りごと協力・支援者 調整マッチング機能
地域運営組織・NPO法人ミナといかん

地域運営システム：上記のマッチングによる支えいのしくみを簡素化省力化するためのしくみづくりを目指します



3

○地域デマンド交通（自家用有償旅客運送）等
①問寒別地区・中川町（天塩中川駅）への低料金でのデマンド交通提供
・運行日：原則平日９～１７時
・料金：１００～９００円
②おでかけ便：３名以上で片道２時間圏内の送迎を支援します
・料金：無料

○住み続け支援事業
地域で住み続けるうえで必要な機能を提供します
・草刈り、除雪、畑おこし、見守り、話し相手、行事、事務作業等

○公共空間等管理
地域の環境整備により住民の生きがいや健康づくりを支援します
・ブルーベリー果樹園、農村公園維持管理、パークゴルフ場維持管理
・移住住宅管理 等

○交流教育事業
地域の結びつきを強め、誰もが活躍できる場を創出するため支援します
・地域行事、団体活動、地域活動等支援

各種事業等



4

支え合いの仕組みづくり



5

各種事業の実施例（ほんの一例です）





ワクワクとよとみ未来会議
地域プラットフォーム



大学生インターンシップ受入

公設塾で学習支援

札幌のキャンパスで自主的なPR活動

カヤックで清掃ボランティア
ガイドツアーのサポート

酪農家さんのサポート 温泉宿泊施設のサポート

他にも…商品製造のお手伝い
地域イベントの運営サポート
住民ヒアリングなど

SNSでの自主的な情報発信



テントサウナイベント（豊富温泉）

テントサウナ外観 テントサウナ内部

ハンモックで外気浴 特製サウナ飯とサウナドリンク

燃料に廃材などを活用

イベントポスター


